


　わたしたちの住む淡路島は、「国
くに

生
う

みの島」「御
み

食
けつ

国
くに

」とも呼
よ

ばれ、興
きょう

味
み

深い歴史や豊かな自然環
かん

境
きょう

・たくさんのおいしい食べものなど様々な地
ち

域
いき

資
し

源
げん

に恵
めぐ

まれています。このたび小学生のみなさんが淡路島の良さを知る

ことによって、ふるさと淡路島を誇
ほこ

りに思い、更
さら

にみなさんがこれからも

くらしていく淡路島の将
しょう

来
らい

について考えるきっかけとなるよう、「淡路ふ

るさと学習副読本－ふるさと淡路島－」と「あわじ環境未来島副読本－み

らい－」を作成しました。

　「あわじ環境未来島副読本－みらい－」では、淡路島で取組が進められ

ている「あわじ環境未来島構想」について学んでいただきます。この構想

は、島の良さを活
い

かして、自然にやさしく、すこやかにくらし続けられる

地域をつくる取組です。

　この副読本を通じて、島内で行われている様々な取組について知り、自

分たちの住む淡路島の将来をみなさん一
いっ

緒
しょ

に考えていきましょう。

　最後に、この副読本の作成にご尽
じん

力
りょく

いただきました関係者のみなさまに

感謝申し上げます。

兵庫県淡路県民局長

はじめに



　この副読本でみなさんを案内してくれる「たまねぎくん」と「おにおんちゃん」

です。この２人は、淡路島の特産品「たまねぎ」の妖
よう

精
せい

です。

　今、淡路島ではどんなことが行われているのでしょう。「たまねぎくん」「おに

おんちゃん」と一
いっ

緒
しょ

に「あわじ環
かん

境
きょう

未来島構想」について学んでいきましょう。

たまねぎくん

おにおんちゃん

キャラクター紹
しょう

介
かい

淡路島では、色々な取組が行わ
れているよ。

わたしたちと一緒に考えて
いきましょう。
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１　あわじ環境未来島ってどんな島？

1 わたしたちの住む淡路島

2 自然にやさしく、すこやかにくらし続けられる淡路島をめざして

わたしたちの住む淡路島は、どんな島でしょうか？

今の淡路島はどうなっているのか、考えてみましょう。

なぜ、あわじ環
かん

境
きょう

未来島構想に取り組むのでしょうか？

　みなさんの住んでいる淡路島は、温
おん

暖
だん

な気候で、太陽が地上を照
らす時間も長く、花と緑が豊かな島です。古くは万葉の時代（※1）か
ら、食材を朝

ちょう

廷
てい

に献
けん

上
じょう

していたので「御
み

食
けつ

国
くに

」とも呼
よ

ばれ、農業や漁
業が盛

さか

んです。
　また、日本で最初にできた島とされる「国

くに

生
う

み神
しん

話
わ

」の言い伝え
があるなど歴史ある島で、人々のつながりも強い地

ち

域
いき

です。
　しかし、少子高

こう

齢
れい

化
か

（※2）、働く場所の減少、公共交通機関（※3）の縮
しゅく

減
げん

、後
こう

継
けい

者
しゃ

不足（※4）など様々な課題もあります。これは淡路島だけ
でなく、日本の地方共通の課題でもあります。

　淡路島のかかえる課題に対して、島の良さを活
い

かして、自然にやさしく、すこやかにくらし続けることができ
るよう様々な地域づくりを進めます。そして、この取組が、日本全体のモデルとなり、その成果を国内外の発

はっ

展
てん

に役立ててもらうこともめざしています。

淡路島の風景「あわじ花さじき」

❶あわじ環境未来島構想とは

※1　万葉の時代　：　日本の最古の和歌集「万葉集」が編まれた７世紀後半から８世紀後半の時代のこと。

※2　少子高齢化　：　子どもの数が少なくなり、高齢者の割
わり

合
あい

が高くなること。

※3　公共交通機関　：　不特定多数の人が利用する乗り物。淡路島では、路線バスや定期船のこと。

※4　後継者不足　：　農業や漁業などの仕事を受け継
つ

ぐ人がなく、足りないこと。

※5　高齢化率　：　65歳
さい

以上の高齢者人口が総人口に占
し

める割合。
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あわじ環境未来島ってどんな島でしょうか？

淡路島で取り組まれていることを見てみましょう。

※6　地域活性化総合特区　：　�地域資源を最大限活用した地域活性化をはかり、他に先がけた取組を行う実現性が高いとして指定された区域
であり、規制・制度の特例などの支援を国が行う。

あわじ環境未来島
ロゴマーク

　自然にやさしく、すこやかにくらし続けることができ、住んでみたいと思う淡路島をみなさんでつくっていき
ましょう。
　私たちが住む淡路島を、一

いっ

層
そう

魅
み

力
りょく

ある島とするにはどうしたら良いでしょうか。この副読本を通じて、将
しょう

来
らい

の
淡路島を一

いっ

緒
しょ

に考えていきましょう。

　環境や人と人とのつながりを大切にしながら、エネルギーや食料を自分たちの地
ち

域
いき

で必要な量をまかない、子どもから高
こう

齢
れい

者
しゃ

までが充
じゅう

実
じつ

した生活を送ることができるよ
うな取組を、兵庫県、洲本市、南あわじ市、淡路市をはじめ住民グループ、企

き

業
ぎょう

などの様々
な人々や団体で進めています。
　また、淡路島全域が地域活性化総合特区（※6）である「あわじ環境未来島特区」として国
から指定を受け、特区の仕組みを活用し、国の支

し

援
えん

も得ながら進めています。

❷構想の進め方

　淡路島の最大の強みは、エネルギーと食料を自分たちの地域で必要な量を生産できる、恵
めぐ

まれた地理的環境に
あります。その強みを活かして、
　①太陽光などの再生可能エネルギーを活用して「エネルギーの持続」ができる島
　②安心と健康を支える食の生産を通じて「農と食の持続」ができる島
　③人と人、人と自然のつながりを大切にしながら「くらしの持続」ができる島
をめざします。
　「エネルギー」「農と食」「くらし」の３つの持続を柱に「生

い の ち

命つながる“持続する環境の島”」の実現をめざします。

❸取組の３つの柱

❹みなさんが主役

取り組みの３つの柱と地域の将来目標
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２　再生可能エネルギーの島

1 再生可能エネルギーって何だろう？

新しいエネルギーの研究や開発がすすめられているのを知っていますか？

未来のエネルギーについて考えてみましょう。

　わたしたちの生活になくてはならないの
が電気やガスなどのエネルギーです。くら
しが便利になるにつれ、エネルギーの消費
量は年々増加しています。また、世界の人
口の増加にともない、エネルギーの消費量
は今後ますます増え続けていくと予想され
ています。
　さらに、これまでのような石油や石炭な
どの化石燃料に頼

たよ

る発電では、地球温
おん

暖
だん

化
につながる温室効果ガスを排

はい

出
しゅつ

するという
問題があります。そして、なにより石油や
石炭などの資

し

源
げん

には限りがあります。
　また、原子力による発電は2010年までは
全体の約30％を占

し

めていましたが、2011年
の東日本大

だい

震
しん

災
さい

が原因の事故により、安全
性の確保などが課題となっています。この
ため2011年以

い

降
こう

、多くの原子力発電所が長
期間停止するなどの事態が起きています。

❶わたしたちのくらしとエネルギー

（出典：四国電力HP）

（出典：四国電力HP）

（出典：「原子力・エネルギー」図面集） （出典：電気事業連合会のHPを基に作成）
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そこで注目されているのが、次の３つの要素を兼
か

ね備えた「再生可能エネルギー」です。

　太陽光、風力、水力、潮
ちょう

流
りゅう

など、自然から取り出せ、いつまでも使い続けることができ、なくなる心配がないエネ
ルギーのことを「再生可能エネルギー」といいます。
　再生可能エネルギーは、二酸化炭素などの温室効果ガスを発生させないため、石油や天然ガスなどの化石燃料
に代わるエネルギーとして期待されています。　
　今後、持続可能な（※1）未来のために、なくてはならないエネルギーといえます。

❷持続可能な未来のために欠かせない再生可能エネルギー

１. どこにでもある！………………太陽光や風力は、どこにでもあるエネルギーです！

２. 地球温暖化につながらない！…温暖化の原因である二酸化炭素を増やしません！

３. 限りがない！……………………自然の力は限りがなく、なくなる心配がありません！

※1　持続可能な　：　�環
かん

境
きょう

を維
い

持
じ

し自然資源をなくすことなく、将
しょう

来
らい

世代に引き継
つ

ぐことができること。

「再生可能エネルギー」について調べてみよう！

経済産業省ホームページ　→　キッズページ
http://www.meti.go.jp/intro/kids/index.html

エネラくんの新エネクイズ
http://www.nef.or.jp/kids/index.html
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２　再生可能エネルギーの島

2 世界の環
かん

境
きょう

先進国はすごい‼

再生可能エネルギー100％をめざすデンマーク王国では、

どのような発電が行われているのか、調べてみよう！

　デンマーク王国（以下「デンマーク」）はかつて、エネルギー供
きょう

給
きゅう

の90％を輸
ゆ

入
にゅう

原油に頼
たよ

っていました。
　しかし、1970年代の石油危

き

機
き

（※1）によって、原油の価格が急激に
上がり、経

けい

済
ざい

に大
だい

打
だ

撃
げき

を受けたため、石油・石炭・ガスなどの化石燃
料に依存しない再生可能エネルギーの導入に力を入れています。
　デンマークは、2050年までに、再生可能エネルギーだけで必要な
エネルギーを全てまかなうことをめざしており、同国のエネルギー
総消費量に占

し

める再生可能エネルギーの割
わり

合
あい

は、1990年には僅
わず

か
6.1％でしたが、25年後の2015年には28.6％まで伸びるなど、国を挙

あ

げての取組が行われています。

❶デンマーク王国の再生可能エネルギーへの取組

【デンマーク】

デンマーク王国地図（出典：外務省HP）

※1　石油危機　：　�中東諸
しょこく

国による石油の供給が限られ、値
ね

段
だん

が高くなることで起きた世界的な経済危機のこと。
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淡路島の最
さい

高
こう

峰
ほう

である

諭
ゆ

鶴
づる

羽
は

山
さん

よりも

デンマークの方が低い

ことがわかるね。

　デンマークでは、1891年に世界で初めて風力発電機が設置さ
れるなど、早い時期から風力発電の開発に力を入れてきました。
　風力発電の導入が進んだ理由は、この国の地形が大きく関係
しています。デンマークは、通称「パンケーキの国」と表現され
るほど、土地の高低差がなく、平たんな国です。このため、デンマー
クでは一年中強い風が吹いており、多くの発電が可能となって
います。
　現在、デンマーク国内にはすでにたくさんの風力発電所があり、設置場所の不足や騒音・景観の問題があるこ
とから、その設置場所は陸地から海上に移行しています。このような海上での風力発電を洋上風力発電といい
ます。
　洋上風力発電は、陸地よりも次のような点でメリットがあると言われています。

❷デンマークの洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

１. 強い風力が得られる………………発電量が多い！

２. 風の強さが安定している…………発電効率が良い！故
こ

障
しょう

が少なく長持ちする！

デンマークは、環境を活
い

かした再生可能エネルギーを発電していること

がわかるね。みんなの住む淡路島でも、地
ち

域
いき

の特性を活かした再生可能

エネルギーの開発は、できないだろうか？

明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

の潮
しお

の流れ 菜の花 太陽に照らされた棚
たな

田
だ

洋上風力発電
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２　再生可能エネルギーの島

3 淡路島のエネルギーの自給自足

　淡路島のエネルギー（電力）自給率は、2018年で約33.2％ですが、太陽光や風力などの再生可能エネルギー
創
そう

出
しゅつ

に取り組むことにより、2050年には100％をめざしています。

　一年を通して晴れる日が多い瀬
せ

戸
と

内
うち

気
き

候
こう

を活かして、大規
き

模
ぼ

な太陽光発電所
が多数設置され、発電を行っています。

4 環
かん

境
きょう

にやさしい乗り物

　淡路島には、鉄道がなく、公共交通機関が十分ではありません。そのため、住民の移動手
しゅ

段
だん

は、自動車が中心と
なっています。現在、多くの自動車は、二酸化炭素の排

はい

出
しゅつ

量が多いガソリンなどの化石燃料で走っています。そ
こで淡路島では、より二酸化炭素の排出量が少ない、環境にやさしい電気自動車の導入を進めています。

自動車が1km走る間に排出される
二酸化炭素の量

エンジンの騒
そう

音
おん

振
しん

　　動
どう

電気自動車
（1kwhあたり9km走る車）

37.1g ほとんどない ほとんどない

ガソリン車
（1Lで20km走る車）

115g ある ある

西風を生かした風力発電

豊かな日照を生かした太陽光発電

南あわじ市阿那賀地区（2500kw×15基）

淡路市野島貴船地区
（30MW）

住民参加型くにうみ太陽光
発電所（1MW）

龍谷フロートソーラーパーク
洲本（1.7MW）

淡路市野島地区（2000kw×6基）

淡路島では太陽光による発電容量が、2017年末には全体で130メガワットを超
こ

えたよ。

南あわじ市阿
あ

那
な

賀
が

地区の風力

発電所では、約12000世帯分

の電気が作れるんだよ。

淡路市野島地区の風力発電所

では、約6500世帯分の電気

が作れるんだよ。淡路島西岸部の風を活用し、風力発電を行っています。
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　菜の花油などの食用油や、動物や植物などから生まれた生物資
し

源
げん

（バイオマス）を
活用して燃料などに利用し、資源のリサイクルを行っています。

※�電気自動車の二酸化炭素排出量は、関西電力㈱による二
酸化炭素排出係数（2018年度）により算出しています。

※�ガソリン車の二酸化炭素量は、１Lあたりの二酸化炭素
排出量を2.3㎏として計算しています。

※1　EV ： 電気自動車（Electric Vehicleの略）

EV（※1）レンタカー“あわモビレンタカー”

電気自動車って知っているかな？どこが今までの自動車とちがうのだろう。

電気自動車の他にも環境にやさしい乗り物があるよ。調べてみよう！

様々なバイオマスの利用

菜の花バス（洲本市五色町） 使用済食用油から燃料を製造
する装置（洲本市五色町）

淡路島の放置竹林

竹チップ焚
た

きバイオマス
ボイラー（洲本市五色町）

淡路島は、温
おん

暖
だん

な気候で日
にっ

照
しょう

量
りょう

が多く、西風が吹
ふ

き、広大な未利用地があるよ。

これらの地理的特性を活
い

かしてエネルギーの自給自足に向けた取組が進められ

ているから調べてみよう。

　洲本市五色町都志の温
おん

浴
よく

施
し

設
せつ

には、全国的にも珍しい竹を

燃やして給
きゅう

湯
とう

する「竹チップ焚きバイオマスボイラー」が設置

されているよ。

　放置竹
ちく

林
りん

が増えると、イノシシなどの野生動

物の住みかになって農作物への被害が広がるか

ら、竹林を整備して切った竹をエネルギーとし

て活用しているんだ。
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３　農漁業生産で生きる島

1 特産品の魅
み

力
りょく

を発信

淡路島の特産品の魅力を調べてみよう！

　淡路島は多くの農水産物を朝
ちょう

廷
てい

に献
けん

上
じょう

していたので「御
み

食
けつ

国
くに

」と呼
よ

ばれていました。古くから農水産物が豊富
であり、おいしい食材が多かったことが分かります。現在も、県内の農業生産額の約1/4、漁業生産額の約1/3を
産み出しており、淡路島の食料自給率は100％を超

こ

えています。温
おん

暖
だん

な気候風
ふう

土
ど

で、多くの農漁業者がいる淡路
島だからこそできるのです。しかし、淡路島の食材の魅力が島外の人たちに十分に知られていません。そのため、
島内外の多くの人に食べてもらい、知ってもらえるように淡路島の特産品の魅力を発信していくことが必要です。

　年間を通じて瀬戸内海特有の温暖な気候に恵
めぐ

まれた淡路島。淡路島たまねぎは、
日光が当たる時間が長く、じっくりと時間をかけて育てるため、糖

とう

度
ど

が高く日本一
甘いと評判です。また、香りも良く、玉ねぎ特有の辛

から

みは控
ひか

えめなのでどんな料理
にもぴったりとあいます。

　日本を代表する松阪牛や神戸牛もそのルーツは「淡路牛」にあります。淡路島で
は、肉質の良い母牛ばかりを選定し計画的な交配を行っています。そうすることで、
質の良い淡路牛ができます。淡路牛の霜

しも

降
ふ

り肉は和牛独特の旨
うま

味
み

と香りが引き立
つ最高級品でもあります。

❶淡路島の特産品

淡路島たまねぎ

淡路牛
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　海に囲まれた淡路島。その潮
しお

の急流の中で育った淡路島の鯛は、身が分厚くよ
くしまって食べ応えがあります。
　鯛本来の上品で淡

たん

白
ぱく

な味わいをいかす活
い

け造りや、那
な

智
ち

黒
ぐろ

石
いし

を敷
し

き詰
つ

めた宝
ほう

楽
らく

鍋
なべ

で蒸
む

し焼きにした宝楽焼きなどが有名です。

鯛
たい

　淡路島の南
なん

端
たん

、福
ふく

良
ら

湾
わん

では、３年とらふぐを淡路島ブランド（※1）にする取り組み
が行われています。
　「淡路島３年とらふぐ」は、鳴

なる

門
と

海
かい

峡
きょう

の潮
ちょう

流
りゅう

が生み出すミネラル豊富な漁場で、通
常２年で育てるところを、３年の歳

さい

月
げつ

をかけて育てられます。国内産の稚
ち

魚
ぎょ

のみ
を大切に育てることで、より引き締

し

まった身となり、ひと味ちがう濃
のう

厚
こう

な旨
うま

味
み

・歯
ごたえがあります。
　しかし、水温の大きな変化で病気になる事もあり、稚魚を35,000匹育てても、３
年後には約半分になってしまいます。
　生産者は、ふぐを大きな生

い

け簀
す

でのびのびと泳がせ、水温に気を使いながら大切
に育てています。

❷新しい淡路島ブランドを育てる～３年とらふぐ～

　淡路島の農
のう

畜
ちく

水
すい

産
さん

物
ぶつ

をつくる人、商品に加工する人、商品を売る人、さらにホテ
ルや旅館が一体となって、淡路島を魅力的にするとともに、京

けい

阪
はん

神
しん

などの大きな都
市の人々にも淡路島ブランドを知ってもらう取組が行われています。例えば、神
戸や大阪などで淡路島フェアを開

かい

催
さい

しています。

❸淡路島ブランドを全国に！

※1　ブランド　：　�同じような商品を他のものと区別すること。ブランド化することで、地
ち

域
いき

の信
しん

頼
らい

と知名度をあげ、商品の価
か

値
ち

を高めることが
できます。

１・２年ものと比べると
大きさの違いは歴

れき

然
ぜん

！

淡路島バーガー

淡路島ぬーどる生しらす丼

淡路島牛丼生サワラ丼牛　乳

淡路島ブランドで売り出してい
るものだよ！
他にもどんなものがあるのか調
べてみよう！
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３　農漁業生産で生きる島

2 農業をはじめる人たち

　淡路島の特産品が知られてきている一方で、農業をしている人の高
こう

齢
れい

化
か

が進み、耕作放
ほう

棄
き

地
ち

（※1）が
増えています。これは、農業の後

こう

継
けい

者
しゃ

が不足していることが原因です。深
しん

刻
こく

な後継者不足を解決する
取組を調べていきましょう。

淡路島の農家の数って減っているのかな？増えているのかな？

淡路島の農業後継者を増やすには、どうしたら良いのだろう？

農業人口が減ると

どんな問題が起こる

のかな？

※1　耕作放棄地　：　�農作物が過去１年間以上栽
さい

培
ばい

されず、農家がこの数年の間に再び耕作する意思のない土地のこと。

淡路島における耕作放棄地　1336ha

東京ドームで換算すると……約285個分‼
淡路島における耕作放棄地面積（出典：2015年農林業センサス）

以前の耕作放棄地 田畑に蘇
よみがえ

った耕作放棄地
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　淡路市北部では、国・県により農地開発が行われたところがあります。しかし、高齢化や後継者不足によって、
その農地の活用が難

むずか

しくなり、現在は多くの土地が耕作放棄地となっています。このような耕作放棄地を活用し、
農業のにない手を育てようとする取組が民間企

き

業
ぎょう

で行われています。
　この民間企業では、島内外の農業をしたい人たちが集まり、淡路島で農業を体験し、実際に淡路島の耕作放棄
地を耕すことを行っています。

　淡路島には農業を教える大学があります。この大学では、これからの農業を支える人を育てるために、農業生
産の技術のほか、加工や販

はん

売
ばい

なども含
ふく

めた６次産業化（13ページに記
き

載
さい

）に必要な幅
はば

広い知識と技術を教えてい
ます。これも淡路島の豊富な自然があればこそ学べることです。

❶農業にチャレンジする人たち

❷将
しょう

来
らい

の農業をになう人たち

【淡路島で農業を始めようと思ったきっかけは

何ですか？】

　淡路島は冬でも温
おん

暖
だん

な気候に恵
めぐ

まれているた

め、野菜を育てるのに最適な土地です。また、野

菜を使ってくれる神戸や大阪に近く、お客さん

に気軽に畑を見に来てもらえるので、淡路島で

農業を始めようと思いました。

【将来の夢は何ですか？】

　自分の孫の世代になっても、おいしい野菜を

食べることができる世の中が続くように、畑を

耕し続けたいと思っています。

農業にチャレンジする人の話

大阪府出身
（東京やアフリカなどでの
勤務を経て淡路島へ）

【淡路島で農業を学ぼうと思ったきっかけは何

ですか？】

　地元の高校で３年間農業を学びましたが、卒

業後もさらに深く勉強したいと思っていました。

淡路島は農業が盛
さか

んで、地域と強く結びついた

学びができることに魅
み

力
りょく

を感じ、淡路島の大学

に進学しようと決めました。

【大学卒業後はどんなことがしたいですか？】

　卒業後も農業を続けたいと思っています。実

家は農家ではないため、ゼロからのスタートと

なりますが、作物の育て方や管理の方法などを

一から学び、いずれ独立できるよう勉強に励
はげ

み

たいと思っています。

将来の農業をになう若者の話

岡山県出身
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３　農漁業生産で生きる島

3 これからの農漁業

　農業、漁業ともに大きな課題は、仕事内容と収
しゅう

入
にゅう

のバランスです。現在は、少量多品目の農水産物では販
はん

売
ばい

先
がない状

じょう

況
きょう

にあります。他にも機械化が進み燃料や修理にお金がかかっています。そこで、より安定した収入を
得るための６次産業化の取り組みを進めています。また、農業機械が排

はい

出
しゅつ

する温室効果ガスの量を減らす取り
組みも進めています。

これからの農漁業のあり方を考えよう！

　農漁業者が、農水産物の生産（１次産業）だけでなく、加工（２次産業）、流通・販売（３次産業）に取り組んでいく
ことを６次産業化といいます。

❶農漁業の６次産業化

　児童数の減少などで閉
へい

校
こう

した島内の小学校を改築して、レス
トランができました。このレストランでは、近

きん

隣
りん

の農場で生産
された農産物の加工品や料理を提

てい

供
きょう

し、商品の開発や流通、販売
と観光をつなげる取組を行っています。

❷地
ち

域
いき

でとれたものを地域で食べる、地産地消

地域活性化のシンボルとして、同様の課題を抱える全

国の市町村から注目されているよ。

自分たちで作って、
自分たちで売るんだね！
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　淡路島では、淡路県民局や島内３市と地域住民・団体などの参
さん

画
かく

（※1）と協
きょう

働
どう

（※2）により、淡路島全域で資源の循
環を実践する「あわじ菜の花エコプロジェクト」に取り組んでいます。
　「あわじ菜の花エコプロジェクト」とは、休

きゅう

耕
こう

田
でん

などに菜の花を植え、その種を収
しゅう

穫
かく

し、搾
しぼ

った菜種油を天ぷら
の調理などに利用します。そして、使わなくなった天ぷら油は捨てずに回

かい

収
しゅう

して、「BDF（バイオディーゼル燃料）」
という軽油の代わりに使える燃料にリサイクルします。
　こうした取組を進めることにより、温室効果ガスの量を減らすことができます。

❸資
し

源
げん

循
じゅん

環
かん

型モデルの実
じっ

践
せん

※1　参画　：　事業などの計画に加わること。
※2　協働　：　同じ目的のために、ともに力を合わせて活動すること。
※3　特定外来生物　：　人間によって持ち込まれた外来生物のうち、日本にもともといた生き物や農林水産業などに悪い影響を与えるもの。

　特
とく

定
てい

外
がい

来
らい

生
せい

物
ぶつ

（※3）に指定されている「ナルトサワギク」が淡路島で大
だい

繁
はん

殖
しょく

しています。埋
う

め立て地や空き地、
そして耕作放

ほう

棄
き

地
ち

にも侵入しています。
　ナルトサワギクは、日本では1976年に徳

とく

島
しま

県
けん

鳴
なる

門
と

市
し

で初確認され、1986年に淡路島で採
さい

取
しゅ

されました。
埋め立て地の緑化に使うために輸

ゆ

入
にゅう

した植物の種
しゅ

子
し

に混
こん

入
にゅう

して広まったと考えられています。
　黄色の花を１年中咲かせることができ、種子を風によって拡

かく

散
さん

させるなど繁殖力が高く、日本にもとも
といた生き物などの生育地を奪

うば

っています。また、牛や馬などの家
か

畜
ちく

が食べると中毒症
しょう

状
じょう

を起こす成分
を含んでいます。淡路島の農業や景

けい

観
かん

に大きな影
えい

響
きょう

を与えるナルトサワギクをこれ以上拡げないために、
見つけたら防

ぼう

除
じょ

活動に取り組みましょう。

【ナルトサワギクの防除の仕方】

①根元から引き抜く

②種子の飛
ひ

散
さん

防止のため、その場で二重にした袋に入れる

③袋ごと「燃えるごみ」として焼
しょう

却
きゃく

処分する

農地に侵入するナルトサワギク



15

４　都会にない価値観とくらしやすい淡路島

1 地
ち

域
いき

資
し

源
げん

を活
い

かした地域づくり

※1　人口　：　��その地域に住んでいる人のことをさす定住人口と、その地域を訪れたり滞
たい

在
ざい

したりする交流人口とがあります。定住人口と交
流人口を合わせた人口を増やすことが、地域の活性化に繋がっていきます。

※2　地域資源　：　その地域にしかない特色のあるものや人のこと。

神戸、大阪、徳島に近いことも魅力の一つだね。

淡路島の「魅
み

力
りょく

」や「くらしやすさ」って どんなところにあるのだろう？

　日本の多くの農山漁村と同じように淡路島でも人口（※1）が減少し、活力が失
われる心配があります。そこで、定住人口をなるべく減らさないようにする
とともに、観光で訪

おとず

れる人や島外から移り住む交流人口を増やすことが必要
です。

❶定住人口の減少をおさえ、交流人口の増加を

　淡路島にはすばらしい地域資源（※2）がたくさんあります。たとえば、温
おん

暖
だん

な気候、美しい景色、古い街
まち

並
な

み、歴
史と文化、おいしい食べ物などです。また、ゆっくりとした時間の流れや、人々の温かさなども地域資源といえ
ます。

❷淡路島の地域資源

これから淡路島

の人口はどのよ

うになっていく

のだろう。

【淡路島での活動】
農業体験などを行い、移住のお手
伝いをしています。

全国及び淡路地域の総人口の推移（2020年以降は予測）
（出典：総務省のHPを基に作成）

【東京での活動】
淡路島のくらしやすさを東京で情
報発信しています。
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　淡路島各地では、さまざまな地域資源を活かし、地域を元気にするための取組が行われて
います。また、となりの地域とも一

いっ

緒
しょ

になって、地域の魅力を発信しています。

❸地域資源を活かした活性化

地域を元気にするアイデアをみんなで話し合ってみよう。

洲本市五色地区 南あわじ市沼島地区

　洲本市五色町を中心に、地域住民と大学とが

一緒になって、地域課題の解決や地域づくりに

継続的に取り組む「域
いき

学
がく

連
れん

携
けい

事業」を行ってい

ます。

　これまで、ため池に

太陽光パネルを設置し

たり、かいぼりツアー

などを行ってきました。

　2016年 に は、洲本

市五色町鮎
あい

原
はら

下
しも

地区にある古民家を改修して、

活
かつ

動
どう

拠
きょ

点
てん

「ついどはん」ができました。

　今後、「ついどはん」を中心に地域住民と大学

が協力して、地域資源を

活かした地域活性化に取

り組んでいきたいです。

（洲本市域学連携推
すい

進
しん

協

議会スタッフの話）

　 沼島 に は、1950年

代の日本の姿
すがた

が残って

います。歴史や自然が

あふれ、「人のつながり」

もあり、都会にはない

魅力を持っています。

　2013年には、古民家を改修し、沼島の情報を

発信する総合観光案内所「吉
よし

甚
じん

」ができました。

　「吉甚」に遊びに来る地元の中学生は、「沼島が

都会の人から見れば『宝の島』である」ことに気

づき、「島を誇
ほこ

りに思うようになった」そうです。

　沼島には、地域資源がたくさんあるので、住み

やすい島になるよう活

用していければと思い

ます。

（沼島総合観光案内所

「吉甚」スタッフの話）

かいぼり

淡路島から見た沼島

吉　甚ついどはん

淡路市五
ご

斗
っ

長
さ

・生
い く

田
た

・長
な が

澤
さ わ

地区

　五斗長地区には全国的にもめずらしい鉄器づくりを行っていた五斗長垣
かい

内
と

遺
い

跡
せき

があります。この貴
き

重
ちょう

な遺跡を地域資源として、古代体験やイベントを行っ

ています。さらに、食事や交流ができる施
し

設
せつ

もでき、年間７千人が訪れています。

　近くにある生田地区では、美しい風景の段
だん

々
だん

畑にソバ

が栽
さい

培
ばい

されています。使われなくなった保育所を改
かい

装
そう

し

て「手打ちそば」の店を開いたところ、年間１万人も訪れ

る人気店となり、地域の活性化に役立っています。

　また、となりの長澤地区でも、１メートルを超
こ

える自
じ

然
ねん

薯
じょ

を使った食堂を開き、地域特産物を宣
せん

伝
でん

するイベント

も行っています。

　この三地区をのんびりと周遊してもらいながら、地域の魅力を再発見してほしい

です。　（３地区連携推進協議会スタッフの話）

五斗長垣内遺跡

そば花
自然薯

（他の山芋と比べて風味、
ねばりが強いのが特徴）
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４　都会にない価値観とくらしやすい淡路島

2 淡路島らしい仕事づくり

淡路島の地
ち

域
いき

資
し

源
げん

を活
い

かした仕事や働き方ってなんだろう？

　淡路島は温
おん

暖
だん

な気候で景色が美しく、都会にはない魅
み

力
りょく

がたくさんありま
す。そうした都会にない価値観を求めて、淡路島に移住する人たちがいます。
淡路島に移住しやすいように、相談窓

まど

口
ぐち

を開くなどの取組が行われています。

　すべての人たちには、それぞれの力を活かすことのできる「役
やく

割
わり

」や「仕事」
があると考え、障

しょう

がい者・働く意
い

欲
よく

のある高
こう

齢
れい

者
しゃ

・引きこもりの青少年などにも、
はたらき方を考え、仕事をつくったり、関係者をまとめたりしている団体があ
ります。
　また、島外からの移住希望者の支

し

援
えん

を行っている団体や、淡路島にくらす人々が、個人の世界観を広げ、心豊か
な生活ができることをめざしている団体もあります。

　島内各地で農業、観光、地場産業などを活かした仕事や、新しい働き方を考える動きが生まれています。

❶都会にない価
か

値
ち

観を求めて、島に移住した人たち

❷働きたいすべての人たちに、働く場づくり

あなたの淡路暮らしを
本気で応援ツアー

豊かなくらしって、
どんなくらし？
みんなで話し合って
みよう。

参考：

NPO法人ソーシャルデザインセンター淡路　　http://awajisoda.jp/

NPO法人あわじFANクラブ　　　　　　　　http://awaji-fan.com/

NPO法人淡路島アートセンター　http://awajishima-art-center.jp/

　愛知県出身。土
と

地
ち

家
か

屋
おく

調
ちょう

査
さ

士
し

として働いてい

ましたが、旅行中に偶
ぐう

然
ぜん

立ち寄った淡路島の人

の温かさや自然の美しさに感動し、2014年に

移住しました。現
げん

在
ざい

は、洲本市で起
き

業
ぎょう

し、全国の

県や市の広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

をお手伝いする仕事をしてい

ます。今後は、淡路島と

都会の仕事をつなげ、淡

路島の雇
こ

用
よう

を増
ふ

やすこと

などにも取り組んでいき

ます。

実際に移住した人たちの話

　大阪府出身。都会でサラリーマンをしていま

したが、食が豊かで晴れの日が多く、魅力的な里

山や海の環
かん

境
きょう

が気に入ったので、淡路島に移住

しました。現在は馬とのふれ合い体験やくらし

体験、環境活動などを通して、楽しく馬の魅力を

発信する仕事をしていま

す。馬と共
きょう

生
せい

する社会を

めざし、疲
つか

れたり悩
なや

んだ

りしている人たちを元気

にしていきたいです。
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　いきいき百歳体操は、おもりを手首や足首につけて行う筋
きん

力
りょく

運動です。
おもりは２kgまで調整が可能なので、その人の筋力や体力に合わせて行
うことができます。いすに座

すわ

ってゆっくりと手足を動かしていきます。
　高齢者の歩く力を高め、骨を折って寝たきりになることを予防するため、
島内各地で取組が進められています。

【実
じっ

施
し

場所：297か所（2020年12月末現在）、登録者：5,218人（2020年３月末現在）】

　旧県立淡路病院の跡地を活用し、特別養
よう

護
ご

老人ホーム、障
がい者多機能型事業所（※1）などを備

そな

えた複合型福祉拠点（※2）

や認定こども園が整備されました。高齢者や、障がい者、子
ども達が安心してくらせるまちづくりが進められています。

　高齢者がいつまでも安心して、住み慣れた
地域にくらしていけるように、自動運転の自
動車を走らせたり、ドローンで物を運んだり
することができる新しい技術を使ったまちづ
くりに取り組んでいます。

　島内の人口が減少する一方で、高齢者は年々増加しており、人口に占
し

める65歳
さい

以上の高齢者
の割

わり

合
あい

は今後ますます高くなっていきます。また、高齢者の一人ぐらしや夫婦だけの世帯も
今後増加していくと予想されています。このため、高齢者が、住み慣れた地域で健康で安心して生活できるまち
づくりを進めることが必要です。

❶高齢者の健康・居
い

場
ば

所
しょ

づくり（いきいき百歳体
たい

操
そう

）

❷複合型福
ふく

祉
し

拠
きょ

点
てん

の整備 ❸安心してくらせる地域づくり

※1　多機能型事業所　：　�障がい者通
つう

所
しょ

支援（デイサービスや訪問支援など）及び障がい福祉サービスのうち、２つ以上の事業を一体的に行う
事業所。

※2　複合型福祉拠点　：　�高齢者、障がい者、地域住民などが一
いっ

緒
しょ

に利用できる福祉施設。福祉の種
しゅ

別
べつ

を超えて必要な福祉サービスが受けられ
るように集約された福祉サービスの拠点。

高齢者や障がい者が、福祉サービスを受けながら、地域

の人々や子ども達とも交流できる拠点となるよ。

洲本市立なのはなこども園・特別養護老人ホーム「くにうみの里」 自動運転実験車両（淡路市夢舞台）

3 高齢者にやさしい島 高齢者にやさしいまち
づくりを考えよう。

いきいき百歳体操
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５　これからの淡路島を考える

1 どんな島が良いのか考えてみよう

みんなが考える将
しょう

来
らい

の淡路島はどんな島かな？

将来の淡路島について話し合ってみよう。

　これまで、あわじ環
かん

境
きょう

未来島構想による取組を見てきました。これらの取組を参考にして、わたしたちの住む
淡路島の将来について考えてみましょう。

将来の淡路島はどんな島？

　わたしたちが住む淡路島を、もっとすてきな島にするにはどうしたらいいでしょうか。自分たちが考える将
来の淡路島を下の例を参考にしてつくってみましょう。
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わたしたちの考える将
しょう

来
らい

の淡路島
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2 わたしたちにできること

みんなが考える淡路島にするためには何ができるかな？

実際に体験した人の感想も聞いて考えてみよう。

　これまで、わたしたちの住む淡路島の将
しょう

来
らい

について考えてきました。ここでは、実際にあわじ環
かん

境
きょう

未来島構想
の取組を見学した人たちの感想を見てみましょう。そして、わたしたちにできることは何か、考えてみましょう。

淡路島の人が減っているの

におどろいた。

（淡路市小学３年生）

チャレンジファームを見学して、

淡路島で農業をする人は少なく

なってきているので、農業をや

りたい人を育てたり、応
おう

援
えん

する

ことは大切なことだと思った。

（南あわじ市小学４年生）

五
ご

斗
っ

長
さ

垣
かい

内
と

遺
い

跡
せき

で、まが玉を

作るのが楽しかった。

（洲本市小学３年生）

淡路風力発電所を見学して、風力

発電をもっと増やしてエコに発電

してほしいと思った。

（南あわじ市小学５年生）

菜の花エコプロジェクトを

見学して、BDFがいろいろ

な所で使われていて、びっ

くりした。

（淡路市小学５年生）

のじまスコーラを見学して、

もともと小学校だった所が、

レストランになっていたこと

におどろいた。

（淡路市小学５年生）

あわじメガソーラー１を見学して、

もっと太陽光発電が増えたらいい

と思った。　（洲本市小学６年生）

電気自動車はとても静かでおどろ

いた。　（南あわじ市小学４年生）

すてきな淡路島になるように、

みんなで話し合って考えているね。
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　2012年（平成24年）10月に開
かい

催
さい

された「淡路くにうみ夢フォーラム」をきっかけに
「あわじ環

かん

境
きょう

未来島副読本」を作成することとなりました。
　本書は、淡路島の子どもたちに、県と市、地

ち

域
いき

住民が一
いっ

緒
しょ

に取り組んでいる「あわじ
環境未来島構想」をよりわかりやすく具体的に伝えたいとの思いから「淡路ふるさと
学習副読本」とともに作成を進めてきたものです。ふるさと学習で、淡路島の昔と今
の様子を学習し、その延

えん

長
ちょう

上で未来島構想を学びつつ、一人一人の子どもが淡路の未
来を考えるきっかけにしてほしいと考えています。
　執

しっ

筆
ぴつ

は島内の小中学校の先生にお願いしましたが、先生方には、太陽光発電所や五
ご

斗
っ

長
さ

垣
かい

内
と

遺
い

跡
せき

など、未来島構想を推進するためのプロジェクトが実際に進められて
いる現場を訪

おとず

れ関係者から話を聞くなど、取材を重ねながら執筆にあたっていただ
きました。
　また、島内の親子でプロジェクトを体験・見学する「あわじ環境未来島セミナー」に
も講師として参加し、その際の子どもたちの意見や感想も副読本の内容に盛

も

り込
こ

む
など、読者の子どもたちが身近に感じることができるよう工夫も凝

こ

らしていただき
ました。
　豊かで美しい自然環境や守り継

つ

がれてきた伝統・文化、興味深い歴史、おいしい食
べ物など、淡路島には魅

み

力
りょく

的
てき

な地域資
し

源
げん

が沢
たく

山
さん

あります。しかし一方では、人口減少
や少子高

こう

齢
れい

化
か

など、今後の淡路島を考える上で大きな課題もあります。子どもたち
がこの副読本を通じて、淡路島のいいところをどんどん発見し、さらに住民の一人と
して、これからの淡路島をどのような地域にしていきたいかなどを考えるきっかけ
になれば、これほどうれしいことはありません。
　本書の作成にあたりましては、「あわじ環境未来島・淡路ふるさと学習副読本作成
委員会」委員の皆

みな

様
さま

をはじめ、学校現場の代表として参加をお願いした６名の先生方、
印刷を担当していただいた㈲浜田デザイン写植様、その他、資料や写真の提

てい

供
きょう

や著
ちょ

作
さく

物の使用許
きょ

諾
だく

をしていただいた皆様など、多くの方々にご協力・ご支
し

援
えん

をいただきま
した。ありがとうございました。
　未来を担

にな

う子どもたちに、もっとこのすてきな淡路島のことを好きになってもらい、
淡路島を誇

ほこ

りに思う子、進学や就
しゅう

職
しょく

で島外に出ても、いつかは戻
もど

ってきたいと思う子
が育つことを願っています。

淡路教育事務所長

おわりに
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